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│
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
未
刊
離
縁
状
並
び
に
関
連
文
書
│髙

木

侃

解

題

一

本
小
稿
は
、
副
題
の
通
り
、
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資

(1
)

料
室
(2
)

所
蔵
の
離
縁
状
と
関
連
文
書
の
う
ち
、
未
刊
の
も
の
に
つ
い
て

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
は
歴
代
の
法
制

史
講
座
担
当
教
授
、
す
な
わ
ち
、
宮
崎
道
三
郎
、
中
田
薫
、
石
井
良

助
の
各
先
生
方
が
収
集
し
た
も
の
で
、
数
千
点
に
及
(3
)

ぶ
が
、
そ
の
う

ち
、
離
縁
状
な
ど
の
家
族
法
関
連
資
料
は
、
主
と
し
て
「
京
阪
文

書
」
と
称
さ
れ
る
文
書
群
に
み
ら
れ
る
。
京
阪
文
書
の
名
称
は
、
こ

れ
が
京
都
・
大
阪
の
古
書
肆
か
ら
も
っ
ぱ
ら
購
入
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
当
然
、
京
阪
地
域
の
文
書
が
多
い
が
、
必
ず
し
も
京
阪
に
限

ら
ず
、
三
河
国
碧
海
郡
、
因
幡
国
津
和
野
藩
、
若
狭
国
下
中
郡
の
ほ

か
、
関
東
地
方
の
も
の
と
し
て
は
、
下
野
国
塩
谷
郡
、
武
蔵
国
埼

玉
・
入
間
・
秩
父
郡
な
ど
の
文
書
が
収
蔵
さ
れ
て
(4
)

い
る
。
筆
者
が
瞥

見
し
た
と
こ
ろ
で
も
、
近
隣
の
大
和
国
や
遠
く
伊
予
国
の
文
書
も
見

ら
れ
た
の
で
、
必
ず
し
も
ほ
と
ん
ど
の
文
書
が
京
阪
地
域
に
限
定
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

筆
者
の
調
査
し
た
限
り
で
は
、
離
縁
状
は
同
室
に
二
十
二
通
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
十
四
通
は
、
す
で
に
引
用
・
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
本
小
稿
で
は
八
通
を
翻
刻
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

二
十
二
通
の
所
蔵
は
、
京
阪
を
中
心
に
少
な
く
な
い
離
縁
状
と
い
え

る
。
離
縁
状
の
ほ
か
に
も
関
連
文
書
と
し
て
、
離
縁
状
返
り
一
札
、

執
心
切
れ
一
札
、
離
縁
関
係
文
書
の
ほ
か
帰
縁
関
係
文
書
も
採
録
し

た
。
ま
た
こ
こ
に
翻
刻
し
た
離
婚
紛
争
の
当
事
者
夫
妻
に
関
連
す
る
、

別
な
年
次
の
一
件
書
類
が
京
都
大
学
法
学
部
日
本
法
制
史
研
究
室
の

所
管
に
な
る
「
旧
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
日
本
法
制
史
々
料
」
の
な

か
に
存
在
し
、
す
で
に
成
瀬
高
明
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て

(5
)

い
る
。
史
料
末
尾
に
そ
の
関
連
す
る
史
料
を
参
考
資
料
と
し
て
再
録
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さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
離
縁
状
は
行
数
を
問
題
と
す
る
の

で
、
原
文
通
り
に
採
録
し
た
が
、
離
縁
状
以
外
の
文
書
は
追
い
込
み

と
し
た
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た

文
書
の
見
出
し
の
表
題
は
、
事
書
（
表
題
）
に
離
縁
関
係
の
語
が
あ

れ
ば
そ
れ
に
よ
り
、
史
料
3
の
よ
う
に
事
書
に
な
い
と
き
は
本
文
中

に
み
ら
れ
る
離
縁
関
係
の
用
語
を
も
っ
て
あ
て
た
。

既
出
の
離
縁
状
に
つ
い
て
は
、
一
覧
に
し
て
次
頁
に
掲
げ
(6
)

た
が
、

引
用
文
献
と
し
て
は
初
出
の
も
の
の
み
を
示
(7
)

し
た
。
た
だ
、
石
井
良

助
氏
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
京
阪
文
書
・
乙
文
書
と
も
「
東
大
法
学

部
研
究
室
蔵
」
と
表
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
と
き
に
京
阪
文
書
を

「
著
者
所
蔵
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
通
み
ら
(8
)

れ
る
。
そ
の

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
あ
る
い
は
そ
の
著
述
の
な
か
の
「
著
者
所
蔵
」

二
十
三
通
に
京
阪
文
書
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
目

下
の
と
こ
ろ
確
認
し
て
い
な
い
。

二
十
二
通
の
う
ち
、
す
で
に
十
四
通
が
活
字
に
な
っ
て
い
る
。
十

通
は
石
井
良
助
氏
に
よ
る
も
の
で
、
氏
は
法
学
部
法
制
史
資
料
室
の

購
入
文
書
に
担
当
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
の
で
、
所
蔵
文
書
と
り
わ

け
離
縁
状
の
存
在
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

二

本
小
稿
に
採
録
し
た
史
料
の
な
か
で
、
離
縁
状
は
じ
め
特
徴

的
な
も
の
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

最
も
特
異
な
も
の
が
史
料
6
で
、
一
つ
は
、
本
人
か
ら
親
方
様
へ

あ
て
た
手
紙
の
形
式
を
か
り
て
暇
状
に
し
た
も
の
で
、
用
紙
も
タ
テ

一
六
・
五
、
ヨ
コ
二
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
を
折
り
た

た
ん
で
封
じ
入
れ
て
い
る
。
二
つ
は
夫
婦
両
名
を
同
列
に
書
き
、
そ

の
間
を
鋏
（
ハ
サ
ミ
）
で
切
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と

し
て
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
で
行
わ
れ
た
呪
術
的
な
俗
信
に
も
と
づ
く

「
縁
切
り
」
儀
礼
だ
っ
た
。
左
の
一
覧
の
3
は
夫
婦
の
間
に
棒
線
を

引
い
た
も
の
で
あ
(9
)

っ
た
。
こ
れ
で
、
京
阪
文
書
が
美
濃
地
方
に
も
及

ん
で
の
収
集
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
（
あ
る
い
は
京
阪
地
域
に
も
縁

切
り
俗
信
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）。

離
婚
事
由
は
、「
理
由
な
し
」
が
三
例
、「
不
縁
ニ
付
」・「
我
等
勝

手
ニ
付
」・「
誠
ニ
難
義
附
」・「
無
拠
義
ニ
付
」
各
一
例
、
と
特
殊
な

も
の
一
例
（
史
料
3
）
で
あ
る
。
ま
た
「
其
許
殿
ト
内
縁
致
し
」
と

内
縁
の
語
を
含
む
も
の
、「
福
田
屋
太
右
衛
門
殿
仲
介
ヲ
以
」
と
仲

人
名
を
明
記
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
史
料
4
は
「
我
等
勝
手
ニ

付
」
の
離
婚
理
由
で
、
離
婚
文
言
と
再
婚
許
可
文
言
の
二
つ
が
簡
略

に
三
行
半
に
し
た
た
め
ら
れ
た
典
型
的
な
離
縁
状
と
い
え
る
。

離
縁
状
以
外
で
は
、
そ
の
返
り
一
札
が
若
干
み
ら
れ
る
。
史
料
11

は
「
相
対
得
心
之
上
…
…
離
縁
」
と
な
り
、
一
札
（
離
縁
状
）
を
請

取
り
、
仲
人
を
も
っ
て
、「
着
類
・
手
道
具
料
と
し
て
、
金
弐
拾
両
」

を
受
納
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
後
は
「
途
中
ニ
て
出
合
候
共

一
言
も
申
懸
ケ
間
敷
候
」
こ
と
と
、「
無
心
・
合
力
等
一
切
申
入
間

敷
候
」
こ
と
を
離
婚
当
事
者
の
妻
が
こ
れ
を
し
た
た
め
、
証
人
の
連

署
加
印
を
え
て
、
爪
印
を
捺
し
て
誓
約
し
て
い
る
。
こ
の
証
文
は
離

縁
状
返
り
一
札
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
内
容
に
な
っ
て
(10
)

お
り
、
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そ
れ
と
同
時
に
妻
が
一
人
前
の
当
事
者
と
し
て
し
た
た
め
た
こ
と
に

意
義
が
あ
る
。

こ
の
事
例
で
持
参
荷
物
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
「
金
二
十
両
」
が

渡
さ
れ
た
が
、
養
子
離
縁
に
あ
た
っ
て
も
、「
着
類
・
手
道
具
共
不

残
引
取
」
と
あ
る
（
史
料
13
）。

右
の
「
金
二
十
両
」
は
「
着
類
・
手
道
具
代
金
」
と
し
て
受
理
し

た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
離
婚
趣
意
金
（
慰
謝
料
）
と
し
て
の
意

味
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
金
三
百
疋
」（
史
料
13
）
や
離

婚
の
妻
の
薬
代
と
し
て
「
金
子
拾
五
両
」（
史
料
14
）
な
ど
と
見
え

て
い
る
。

三

史
料
7
〜
9
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
二
月
の
「
田
中

義
一
│
り
う
」
離
縁
証
と
そ
の
付
属
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

義
一
は
四
歳
の
と
き
久
野
家
か
ら
養
子
に
入
り
、
二
十
二
年
間
の

「
慈
愛
」
に
感
謝
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
そ
れ
に
対
す
る
「
報
恩
」
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既
出
離
縁
状
一
覧

出
拠
文
書

和
暦
・
年
月

事
書

事
由

地
域

特
記
事
項

引
用
文
献

1

京
阪
1
・
32

安
永
七
年
一
〇
月

暇
状
之
事

無

摂
津
・
川
辺

石
井
は
石
井
所
蔵
と
す
る

石
井
五
〇
頁

2

京
阪
1
・
34

天
保
七
年
一
二
月

離
別
一
札
之
事

無

山
城
・
愛
宕

子
の
帰
属
・
無
理
に
三
行
半

石
井
＊

3

京
阪
8
・
35

一
二
月
八
日

隙
状
之
事

不
縁
ニ
付

近
畿
？

夫
婦
間
に
棒
線

高
木
Ａ
二
一
二
頁

4

京
阪
11
・
12

弘
化
三
年
一
一
月

隙
状
之
事

無
拠
儀
ニ
付

近
畿
？

因
縁
有
之

高
木
Ｂ
一
一
四
頁

5

京
阪
23
・
17

宝
暦
一
三
年
三
月

一
札
之
事

不
縁
ニ
付

近
畿
？

石
井
五
〇
頁

6

京
阪
24
・
12

午
一
一
月

一
札
之
事

勝
手
ニ
付

近
畿
？

本
文
中
に
暇
状
の
語

石
井
五
七
頁

7

京
阪
37
・
4

九
月
四
日

一
札

無

近
畿
？

倅
相
添

石
井
八
〇
頁

8

京
阪
40
・
10

天
保
五
年
八
月

一
札

無

近
畿
？

石
井
五
五
頁

9

京
阪
66
・
8

明
治
三
年
正
月

暇
状
之
事

双
方
得
心
之
上

近
畿
？

関
連
文
書
（
返
り
一
札
）
有

高
木
Ｂ
五
七
頁

10

乙
一
二
〇

亥
二
月

縁
切
一
札
之
事

我
等
勝
手
ニ
付

下
野
？

女
名
・
夫
の
右
上

高
木
Ａ
一
三
〇
頁

11

乙
二
九
二

文
化
八
年
五
月

暇
状
一
札
之
事

親
類
相
対
得
心

近
江
・
坂
田

関
連
文
書
（
返
り
一
札
）
有
、
妻
を
妹

石
井
八
二
頁

12

乙
三
三
九

一
二
月
二
日

一
札

無

不
明

石
井
五
五
頁

13

不
詳

慶
応
四
年
閏
四
月

一
札
之
事

勝
手
ニ
付

不
明

関
連
文
書
（
手
切
一
札
）
有

石
井
九
三
頁

14

不
詳

明
治
二
年
一
二
月

離
縁
状
之
事

勝
手
ニ
付

不
明

石
井
九
六
頁



は
全
く
し
な
い
で
、
む
し
ろ
度
々
の
「
不
孝
不
埒
」
を
な
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
以
前
に
「
血
誓
盟
約
」
し
た
通
り
、「
赤
裸
」
つ
ま
り
、

何
も
持
た
ず
裸
で
放
り
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
御
憐
愍
に
よ
っ
て
「
離

縁
金
百
両
」
を
恵
ま
れ
（
義
一
の
本
音
と
し
て
は
「
涙
金
」）、
妻
り

ゅ
う
と
の
離
縁
を
承
知
し
、「
無
拠
義
ニ
付
」
の
理
由
を
し
た
た
め

た
離
縁
証
を
渡
し
、「
以
後
如
何
様
之
義
有
之
候
共
、
田
中
家
及
両

家
ヘ
一
切
御
難
相
懸
ケ
申
間
」
旨
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
以
前
の
「
血
誓
盟
約
」
と
は
何
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。

こ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
他
機
関
に
存
在
す
る
関
連
文

書
で
、
京
都
大
学
法
学
部
日
本
法
制
研
究
室
の
所
管
に
な
る
「
旧
京

都
帝
国
大
学
法
学
部
日
本
法
制
史
々
料
」
の
な
か
の
「
田
中
義
一
不

行
跡
血
誓
状
書
類
」
で
あ
る
。
成
瀬
高
明
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
・
紹
介

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
文
字
通
り
、
参
考
資
料
と
し
て
史

料
末
尾
に
採
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
史
料
22
）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
は
三
年
前
の
明
治
六
年
に
す
で
に
義
一
と
り

ゅ
う
の
間
に
は
離
婚
問
題
が
起
き
て
い
た
。
も
っ
ぱ
ら
夫
義
一
に
起

因
す
る
こ
と
で
、
義
一
は
生
涯
乗
馬
を
し
な
い
こ
と
を
血
判
で
も
っ

て
誓
約
し
た
ほ
か
、
別
紙
で
も
血
判
を
押
捺
し
て
、
七
項
目
に
わ
た

っ
た
誓
約
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
の
財
物
を
売
ら
な
い
こ

と
、
物
を
買
い
求
め
な
い
こ
と
、
借
金
は
し
な
い
こ
と
、「
虚
言
」

せ
ず
「
言
行
一
致
」
の
こ
と
、
身
持
ち
を
慎
む
こ
と
、「
登
楼
」
と

妓
女
を
擁
し
な
い
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
、「
乗
馬
」
禁
止
も
で
あ
る
。

万
一
こ
れ
に
背
け
ば
、
妻
と
は
離
縁
し
、
裸
で
追
放
し
て
ほ
し
い
旨

を
述
べ
て
、
改
心
の
意
を
表
し
、
証
人
に
あ
て
た
離
縁
状
の
下
書
ま

で
し
た
た
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
義
一
弟
歌
永
は
兄
を

心
配
し
、
そ
の
借
金
の
返
済
方
に
も
努
力
し
た
が
、
翌
七
年
に
は
、

血
誓
の
後
、「
紅
痕
未
乾
候
内
」
つ
ま
り
、
そ
の
舌
の
根
の
乾
か
な

い
う
ち
に
、
再
度
「
不
埒
」
を
仕
出
か
し
、
義
一
は
「
裸
躰
放
逐
、

妻
柳
義
破
縁
被
成
」
て
も
差
し
支
え
な
い
と
し
て
い
る
が
、
結
局
二

年
後
に
は
、
そ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
京
阪
の
古
書
肆
か
ら
、
時
期
が
異
な
る
と
は
い

え
、
同
一
の
離
婚
事
例
の
文
書
が
、
一
つ
は
東
京
大
学
に
、
他
は
京

都
大
学
に
納
入
さ
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
偶
然
と
、
翻
刻

を
な
さ
れ
た
成
瀬
氏
に
感
謝
し
て
擱
筆
(11
)

す
る
。

注（
1
）
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
、
法
制
史
資
料
室
（
以
下
、
資
料
室

と
略
称
す
）
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
全
般
を
法
学
部

研
究
室
図
書
室
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
2
）
文
書
の
閲
覧
等
に
法
学
部
研
究
室
図
書
室
閲
覧
係
の
方
々
に

お
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。

（
3
）
口
石
久
美
子
「
法
学
部
法
制
史
資
料
室
史
料
紹
介
」（『
図
書

の
窓

4
』
二
〇
〇
四
年
四
月
）
七
五
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
筆
者
は
昭
和
六
十
年
八
月
と
平
成
十
二
年
八
月
に
資
料
室
で

調
査
し
た
が
、
平
成
の
折
、
愛
媛
大
学
菅
原
憲
二
氏
が
昭
和
六
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十
年
九
月
か
ら
六
十
一
年
一
月
に
か
け
て
調
査
し
た
と
き
の
メ

モ
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
た
。

（
5
）
成
瀬
高
明
「
近
世
・
明
治
初
期
家
族
法
関
連
史
料
（
三
）
│

旧
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
日
本
法
制
史
々
料
│
」（『
椙
山
女
学

園
大
学
研
究
論
集

第
二
十
六
号
「
社
会
科
学
編
」』、
一
九
九

五
年
）
一
八
・
一
九
頁
。
成
瀬
氏
は
、
史
料
の
改
行
に
は

」

を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
省
略
し
、
ま
た
筆
者
注
は
〈

〉

内
に
い
れ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
6
）
採
録
文
書
の
表
記
は
、
た
と
え
ば
、「
京
阪
1
・
32
」
は
京

阪
文
書
第
一
輯
三
二
の
文
書
を
意
味
す
る
。「
乙
一
二
〇
」
は

乙
類
文
書
の
一
二
〇
番
の
意
で
あ
る
。
内
容
項
目
を
す
べ
て
記

述
す
る
の
は
煩
雑
故
、
和
暦
・
年
月
、
事
書
、
事
由
、
地
域
、

特
記
事
項
の
五
項
目
の
み
掲
げ
た
。

（
7
）
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
略
称
し
て
用
い
た
。

す
な
わ
ち
、「
石
井
〇
〇
頁
」
と
あ
る
の
は
石
井
良
助
『
江
戸

の
離
婚
│
三
行
り
半
と
縁
切
寺
│
』（
日
経
新
書
、
一
九
六
五

年
）
の
頁
数
で
あ
り
、
一
か
所
あ
る
「
石
井
＊
」
は
石
井
良
助

「
近
世
離
婚
法
二
題
」（『
日
本
婚
姻
法
史
』
創
文
社
、
一
九
七

七
年
）
六
八
頁
の
意
で
あ
る
。
ま
た
「
高
木
Ａ
」
は
、
拙
著

『
三
く
だ
り
半
│
江
戸
の
離
婚
と
女
性
た
ち
│
』（
平
凡
社
選
書

105
、
一
九
八
七
年
）
の
頁
数
、「
高
木
Ｂ
」
は
、
拙
著
『
泣
い

て
笑
っ
て
三
く
だ
り
半
│
女
と
男
の
縁
切
り
作
法
│
』（
教
育

出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
の
頁
数
で
あ
る
。

（
8
）
一
覧
の
1
と
2
で
あ
る
。
2
に
つ
い
て
は
、「
近
世
離
婚
法

二
題
」
で
は
京
阪
文
書
と
所
蔵
を
記
し
て
い
る
が
、『
江
戸
の

離
婚
』
で
は
著
者
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
前
掲
注
（
7
）
高
木
『
三
く
だ
り
半
』
二
一
二
頁
参
照
。

（
10
）
離
縁
状
返
り
一
札
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
三
く
だ
り
半
』

「
十
四

離
縁
状
返
り
一
札
」
二
五
一
頁
以
下
参
照
。
拙
著
は

後
に
『
増
補

三
く
だ
り
半
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
一
冊

と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
11
）
史
料
の
引
用
方
法
は
、
拙
著
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』

（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
凡
例
に
よ
っ
た
。

史

料

目

次

Ⅰ

離
縁
状

1

天
保
六
年
十
二
月

「
弥
七
│
幸
」
暇
状

2

嘉
永
六
年
七
月

「
小
松
主
計
│
た
け
」
縁
切
状

3

安
政
五
年
五
月

「
挺
之
輔
│
ま
す
」
暇
状

4

万
延
元
年
五
月

「
但
馬
│
も
と
」
離
別
状

5

万
延
元
年
十
二
月

「
源
右
衛
門
│
な
か
」
離
縁
状

6

万
延
二
年
二
月

「
浅
次
郎
│
た
け
」
暇
状

7

明
治
九
年
二
月

「
田
中
義
一
│
り
う
」
離
縁
証

8

明
治
九
年
二
月

同

離
縁
金
受
領
証

9

明
治
九
年
二
月

同

離
縁
金
受
領
に
つ
き
難
題
申
す
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間
敷
証
文

10

巳
四
月

「
卯
之
助
│
ぬ
い
」
暇
状

Ⅱ

離
縁
状
返
り
一
札

11

文
政
六
年
十
月

妻
さ
と
着
類
・
手
道
具
料
二
十
両
受
理

証
文

12

文
政
十
一
年
六
月

内
縁
の
聟
手
切
金
受
理
証
文

13

天
保
六
年
十
一
月

養
子
離
縁
返
り
一
札

14

卯
五
月

離
縁
に
つ
き
娘
引
取
返
り
一
札

Ⅲ

執
心
切
れ
一
札

15

弘
化
二
年
十
月

き
せ
方
よ
り
文
助
へ
執
心
切
れ
一
札

Ⅳ

離
縁
関
連
文
書

16

文
政
十
一
年
九
月

離
縁
時
妻
方
妊
娠
に
つ
き
諸
入
用
受
理

証
文
（
返
り
一
札
）

17

文
政
十
一
年
九
月

同

離
縁
に
つ
き
先
約
反
故
た
る
証
文

18

文
政
十
一
年
九
月

同

離
縁
婦
出
産
小
児
に
つ
き
片
付
方

証
文

19

文
政
十
一
年
十
一
月

同

養
父
方
よ
り
一
生
不
通
返
り
一
札

20

嘉
永
五
年
八
月

離
縁
人
別
不
差
戻
妨
出
入
訴
状

Ⅴ

帰
縁
関
係
文
書

21

天
保
八
年
三
月

役
人
あ
て
夫
妻
双
方
よ
り
帰
縁
願

Ⅵ

参
考
資
料

22

明
治
六
〜
七
年

田
中
義
一
不
行
跡
血
誓
状
書
類

史

料

1

天
保
六
年
十
二
月
「
弥
七
│
幸
」
暇
状

暇
状
一
札
之
事

一
其
許
殿
ト
内
縁
致
し
、
此
度
不
縁
ニ
付
、

相
談
之
上
、
暇
出
し
候
処
実
正
也
、
然
上
ハ
何
れ

何
方
へ
縁
付
致
し
候
共
、
我
ニ
一
言
之
申
分

無
御
座
候
、
暇
一
札
仍
如
件

天
保
六
年

弥

七
㊞

未
十
二
月

幸

と
の

（
京
阪
文
書
六
十
五
輯
二
四
)

2

嘉
永
六
年
七
月
「
小
松
主
計
│
た
け
」
縁
切
状

覚

一
今
般
慥
ニ
離
別
仕
候
間
、
勝
手
次
第

御
縁
付
被
成
候
と
も
一
言
(義
欠
カ
)

之
聊
申

間
敷
候
、
右
は
後
日
為
念
縁
切

手
形
仍
て
如
件
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嘉
永
六
年

丑
七
月
日

小
松

主
計
㊞

お
た
け
殿

（
京
阪
文
書
八
七
輯
一
一
)

3

安
政
五
年
五
月
「
挺
之
輔
│
ま
す
」
暇
状

暇
状
之
事

一
過
年
よ
り
御
互
ニ
結
笄
深
重
之
所
、
此
度
其
元

懐
妊
且
返
済
方
等
(即
答
カ
)

則
等
ニ
差
迫
り
難
渋
之
処
、

宿
元
懇
家
方
よ
り
格
別
之
慈
愛
に
て
両
様
と
も

埒
明
貰
ひ
候
ニ
付
て
は
、
是
迄
背
意
之
訳
理
解

被
申
呉
、
殆
感
伏
仕
、
依
之
無
拠
離
別
仕
候
上
は

少
シ
も
遺
念
無
之
候
、
然
は
已
後
自
身

御
勝
手
ニ
被
致
候
共
、
少
シ
も
差
構
無
之
候
、

仍
て
如
件

安
政
五
載

午
五
月

挺

之

輔

(カ
)公雄

（
花
押
）

お

益
と
の

（
乙
二
七
六
)

4

万
延
元
年
五
月
「
但
馬
│
も
と
」
離
別
状

離
別
状
之
事

一
其
方
義
、
我
等
勝
手
ニ
付
、

離
縁
致
候
上
は
、
何
方
へ
縁
付

致
候
共
、
向
後
申
分
無
之
、

仍
て
如
件

万
延
元
申
五
月

但

馬
㊞

お
元
と
の
へ

（
京
阪
文
書
七
十
五
輯
五
)

5

万
延
元
年
十
二
月
「
源
右
衛
門
│
な
か
」
離
縁
状

離
縁
状
之
事

一
福
田
屋
太
右
衛
門
殿
仲
人
ヲ
以
、
嫁
ニ

取
候
処
、
此
度
離
縁
仕
候
処
実
正
也
、
此
後

何
方
え
縁
附
被
成
候
共
、
少
も
申
分
無

御
座
候
、
為
其
離
縁
状
如
件

万
延
元
申
年

十
二
月
十
九
日

源
右
衛
門
㊞

な

か

殿
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（
京
阪
文
書
十
一
輯
一
三
)

6

万
延
二
年
二
月
「
浅
次
郎
│
た
け
」
暇
状

(表
書
)

「
淀
岩
田
屋
親
方
様
へ
参

本
人
」

暇
一
札
之
事

一
此
度
我
等
誠
ニ
難
義
附
、
女
房
た
け
ト
申
者

暇
遣
可
申
候
、
年
中
之
間
何
(処
)具

何
方
成
り
(共
)友

縁
附
致
し
候
て
も
一
言
申
分
無
御
座
候
、
為
後
日

仍
て
如
件

万
延
弐
年

酉
二
月
十
五
日

浅

次

郎
（
爪
拇
印

(鋏
)

た

け

御
親
方
様
へ
参

（
京
阪
文
書
七
十
五
輯
六
)

折
り
た
た
ん
で
手
紙
の
よ
う
に
封
じ
込
め
て
い
る
。

7

明
治
九
年
二
月
「
田
中
義
一
│
り
う
」
離
縁
証

証

一
其
方
義
、
今
般
無
拠
義
ニ
付
、
離

縁
致
シ
候
条
、
以
後
何
方
へ
縁
付

被
致
候
共
、
一
言
ノ
申
分
無
之
候
、
為

後
日
一
札
、
如
件

明
治
九
年

田

中

義

一
㊞

二
月
十
三
日

証
人

斎

藤

九
兵
衛

お

り

う
殿

〔
黒
罫
片
面
八
行
「
無
印
紙
証
書
用
紙

京
都
府
管
下
」
用
紙
使

用
〕

（
京
阪
文
書
二
十
五
輯
二
五
)

8

明
治
九
年
二
月

同

離
縁
金
受
領
証

証

一
金
百
両
也

右
此
度
離
縁
并
ニ
涙
金
ト
シ
テ
田
中
家
ヨ
リ

被
下
恵
難
有
奉
存
候
、
為
念
請
書
如
件

明
治
九
年

二
月
十
三
日

義

一
㊞

小

杉

様

片

山

様
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〔
黒
罫
片
面
八
行
「
無
印
紙
証
書
用
紙

京
都
府
管
下
」
用
紙
使

用
〕

（
京
阪
文
書
二
十
五
輯
二
六
)

9

明
治
九
年
二
月

同

離
縁
金
受
領
に
つ
き
難
題
申
す
間
敷

証
文

証

一

私
義
、

田
中
家
ニ
て
四
歳
ヨ
リ
蒙
御
養
育
、
当
子
年
マ
テ
廿
二
年
之
御
慈

愛
不
容
易
難
有
奉
存
候
、
右
御
報
恩
毛
頭
不
仕
、
加
之
不
孝
不
埒

之
業
重
々
奉
畏
入
候
、
此
度
其
已
前
血
誓
盟
約
之
通
り
、
赤
裸
ニ

て
放
逐
可
被
仰
付
之
処
、
御
憐
愍
ヲ
以
テ
離
縁
金
百
両
被
下
恵
、

御
思
召
不
浅
、
全
ク
御
両
家
御
厚
配
之
段
、
深
ク
忝
奉
拝
謝
候
、

然
ル
上
ハ
此
金
ニ
て
借
財
夫
々
(マ
マ
)

相
債
、
其
余
財
ニ
て
私
身
分
接
続

ノ
基
本
ニ
可
仕
、
縷
々
御
懇
篤
不
浅
、
御
厚
誼
御
礼
筆
紙
難
尽
奉

存
候
、
此
以
後
如
何
様
之
義
有
之
候
共
、
田
中
家
及
両
家
ヘ
一
切

御
難
相
懸
ケ
申
間
敷
、
仍
て
為
後
日
一
札
、
如
件

明
治
九
年

本
人

久

田

義

一
㊞

二
月
十
三
日

証
人

斎

藤

九
兵
衛
㊞

片

山

茂
十
郎
様

小

杉

元

蔵
様

〔
黒
罫
片
面
八
行
「
無
印
紙
証
書
用
紙

京
都
府
管
下
」
用
紙
使

用
〕

（
京
阪
文
書
二
十
五
輯
二
七
)

10

巳
四
月
「
卯
之
助
│
ぬ
い
」
暇
状

暇
状
之
事

一
我
等
妻
お
ぬ
い
儀
、
此
度
暇
遣
シ

候
間
、
此
後
外
方
へ
縁
付
致
候
共

我
等
申
分
無
御
座
、
為
後
之
日
暇
状

一
札
仍
て
如
件

巳
四
月
吉
日

(マ
マ
)

唄
屋

卯

之

助

お
ぬ
い
ど
の

（
京
阪
文
書
二
十
四
輯
一
〇
)

11

文
政
六
年
十
月

妻
さ
と
着
類
・
手
道
具
料
二
十
両
受
理
証
文

差
入
申
一
札
之
事

一
此
度
相
対
得
心
之
上
我
事
離
縁
被
致
、
則
一
札
御
越
被
下
慥
ニ
請

取
申
候
、
右
ニ
付
仲
人
桧
皮
屋
六
兵
衛
殿
取
計
を
以
、
着
類
・
手

道
具
料
と
し
て
、
金
弐
拾
両
送
り
被
下
忝
慥
ニ
受
納
仕
候
、
此
已
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後
如
何
様
之
儀
有
之
候
て
、
途
中
ニ
て
出
合
候
共
一
言
も
申
懸
ケ

間
敷
候
、
尤
無
心
・
合
力
等
一
切
申
入
間
敷
候
、
為
其
印
形
之
者

証
人
ニ
相
立
候
上
は
、
聊
相
違
無
御
座
候
、
其
外
此
者
ニ
付
如
何

様
之
六
ヶ
敷
出
入
出
来
仕
候
共
、
我
等
何
方
迄
も
罷
出
急
度
埒
明
、

其
許
殿
へ
少
も
御
難
相
懸
申
間
敷
候
、
為
後
日
差
入
申
一
札
依
て

如
件

さ

と
（
爪
印

文
政
六
年

中
立
賣
泉
町
西
へ
入
町

未
十
月

証
人

丹
波
屋

新

助
㊞

亀

屋

藤

助
殿

（
京
阪
文
書
六
十
六
輯
六
)

12

文
政
十
一
年
六
月

内
縁
の
聟
手
切
金
受
理
証
文

一

札

一
我
等
倅
仲
儀
、
其
元
様
内
縁
ニ
付
、
私
方
万
事
引
受
申
所
実
正
也
、

手
切
之
印
ニ
金
壱
両
弐
分
可
被
下
候
、
此
後
為
ケ
成
六
ケ
敷
儀
出

来
候
共
、
其
元
へ
少
シ
も
御
な
ん
儀
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
日
一

札
如
仍
（
マ
マ
）

件

文
政
十
一
年

う
ま
や

子
六
月

宇

吉
㊞

仲

㊞

か
さ
や
ハ

平

兵

衛

差
出
人
の
印
章
は
同
一

（
京
阪
文
書
五
十
三
輯
一
〇
)

13

天
保
六
年
十
一
月

養
子
離
縁
返
り
一
札

一

札

一
此
佐
太
郎
義
、
去
々
辰
年
貴
殿
え
養
子
ニ
差
遣
し
候
処
、
此
度
不

縁
ニ
付
、
本
人
・
妻
子
共
并
ニ
着
類
・
手
道
具
共
不
残
引
取
、
離

縁
一
条
無
出
入
相
済
候
、
然
ル
上
は
、
以
来
不
寄
何
事
御
互
ニ
申

分
毛
頭
無
御
座
候
、
為
後
証
一
札
仍
如
件

天
保
六
年

親

後
藤
善
左
衛
門
㊞

未
十
一
月

妻
親

坪
屋
左
兵
衛
㊞

本
人

佐
太
郎
㊞

廣
瀬
お
か
ね
殿

菱
屋
忠
助
殿

猶
又
金
三
百
疋
慥
ニ
受
納
仕
候
、
已
上

（
京
阪
文
書
一
輯
三
三
)
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14

卯
五
月

離
縁
に
つ
き
娘
引
取
返
り
一
札

覚

一
此
度
娘
離
縁
之
上
は
、
已
後
何
方
よ
り
御
妻
縁
有
之
候
共
、
一
切

申
分
無
之
候
、

一
娘
病
中
薬
礼
為
御
手
伝
、
金
子
拾
五
両
斎
藤
猪
平
太
殿
御
挨
拶
を

以
事
済
之
上
、
慥
ニ
受
取
、
為
後
念
如
此
御
座
候
、
以
上

卯
五
月

岡

為

助
㊞

日
下

茂
右
衛
門
殿

（
京
阪
文
書
八
十
三
輯
八
)

15

弘
化
二
年
十
月

き
せ
方
よ
り
文
助
へ
執
心
切
れ
一
札

取
為
替
申
一
札
之
事

一

市
右
衛
門
娘

き

せ

右
ハ
文
助
殿
と
密
縁
致
罷
居
候
処
、
露
見
致
候
ニ
付
、
双
方
親
類

共
示
談
致
、
及
利
解
候
処
、
本
人
共
納
得
之
上
縁
切
ニ
相
成
候
条

紛
無
之
候
、
然
ル
上
ハ
文
助
殿
此
末
何
方
よ
り
縁
取
被
成
候
共
、

聊
申
分
無
御
座
候
、
若
又
故
(障
)滞ヶ

間
敷
儀
申
立
候
ハ
ヽ
、
調
印
之

者
共
立
会
急
度
埒
合
可
仕
候
、
為
後
日
之
取
為
替
一
札
如
件

市
右
衛
門
親
類

弘
化
弐
年

周

助
㊞

巳
十
月

善
右
衛
門
㊞

兵

四

郎
㊞

文
助
殿

御
親
類
衆
中

（
京
阪
文
書
六
十
五
輯
三
)

16

文
政
十
一
年
九
月

離
縁
時
妻
方
妊
娠
に
つ
き
諸
入
用
受
理
証

文
（
返
り
一
札
）

一

札

一
我
等
妹
な
か
義
、
先
達
て
其
許
殿
へ
縁
付
致
罷
在
候
処
、
此
度
不

縁
ニ
相
成
候
故
、
我
等
方
へ
本
人
引
取
申
処
実
正
也
、
尤
右
な
か

義
当
時
懐
妊
ニ
付
、
双
方
相
対
得
心
之
上
、
出
産
為
致
候
砌
之
諸

事
万
端
之
入
用
と
し
て
、
銀
子
三
百
目
被
遣
慥
ニ
受
取
申
候
、
且

又
な
か
義
産
之
義
ニ
付
、
自
然
如
何
様
之
変
事
有
之
候
共
、
我
等

は
勿
論
、
親
類
ニ
至
迄
少
し
も
申
分
無
之
候
、
若
又
左
様
之
義
も

有
之
候
節
ハ
、
右
之
銀
子
ヲ
以
取
片
付
仕
候
故
、
尠
無
心
ヶ
間
敷

義
等
ハ
、
決
て
申
出
間
敷
候
、
為
其
差
入
申
一
札
依
て
如
件

文
政
十
一
年

小
曽
根
村

子
九
月

兄

善

兵

衛
㊞

母

ま

つ
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前
文
之
通
り
相
違
無
之
候
故
、
我
等
証
人
ニ
相
立
可
申
候

福
嶋
屋左

兵

衛
㊞

市
物
屋

安
兵
衛
殿

（
京
阪
文
書
五
十
八
輯
三
九
ノ
一
)

17

文
政
十
一
年
九
月

同

離
縁
に
つ
き
先
約
反
故
た
る
証
文

一
札
之
事

一
我
等
妹
な
か
儀
離
縁
ニ
相
成
候
処
、
妊
(娠
)身ニ

付
、
出
産
諸
入
用
其

元
殿
よ
り
御
賄
被
下
、
并
ニ
出
生
之
小
児
其
元
殿
え
御
引
取
可
被

下
段
、
先
達
て
御
約
束
仕
、
右
一
札
其
元
殿
よ
り
請
取
置
申
候
、

然
る
処
又
此
度
双
方
相
対
得
心
之
上
、
右
な
か
産
前
後
入
用
銀
并

小
児
養
育
料
等
、
別
紙
為
取
替
候
証
文
通
り
ニ
て
、
此
已
後
申
分

無
之
趣
対
談
相
済
申
候
、
然
る
上
は
下
地
其
元
殿
よ
り
受
取
置
候

証
文
、
差
戻
し
可
申
処
延
引
ニ
相
成
申
候
、
追
て
早
々
差
戻
し
可

申
候
、
萬
一
此
方
ニ
相
残
り
有
之
候
共
、
可
反
古
た
る
候
、
為
後

日
一
札
仍
て
如
件

小
曾
根
村

文
政
十
一
子
九
月

善

兵

衛
㊞

請
人八

幡
屋
武
八
㊞

市
物
屋
安
兵
衛
殿

（
京
阪
文
書
五
十
八
輯
三
九
ノ
二
)

18

文
政
十
一
年
九
月

同

離
縁
婦
出
産
小
児
に
つ
き
片
付
方
証

文

一

札

一
我
等
女
房
な
か
義
、
此
度
不
縁
仕
候
処
、
(胎
ヵ
)

懐
腹
ニ
御
座
候
故
、
出

生
之
小
児
取
片
付
之
一
件
ニ
、
大
ニ
当
惑
ニ
罷
在
候
処
、
其
許
殿

別
紙
証
文
ヲ
以
御
引
受
被
下
候
段
難
有
奉
存
候
、
且
又
小
児
出
生

仕
、
相
応
之
片
付
口
有
之
、
相
談
決
定
仕
候
ヘ
バ
、
何
時
ニ
て
も

銀
子
弐
百
目
其
許
殿
へ
相
渡
し
可
申
候
間
、
可
然
御
セ
話
之
義
頼

入
候
、
為
其
一
札
仍
て
如
件

本
人

市
物
屋

安
兵
衛
㊞

文
政
十
一
年

証
人

八
幡
屋

武

八
㊞

子
九
月

福
嶋
屋

左
兵
衛
殿（

京
阪
文
書
五
十
八
輯
四
〇
)
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19

文
政
十
一
年
十
一
月

同

養
父
方
よ
り
一
生
不
通
返
り
一
札

返
り
一
札
之
事

一
其
許
殿
実
子
忠
治
郎
と
申
者
、
此
度
着
(類
)

る
い
七
品
、
外
ニ
為
養
育

料
と
銀
子
弐
百
目
御
添
被
下
慥
受
納
仕
候
、
尤
右
忠
治
郎
義
我
等

方
へ
養
子
ニ
申
請
候
処
実
正
也
、
依
之
此
後
我
等
実
子
出
生
仕
候

共
、
右
忠
治
郎
義
急
度
嫡
子
ニ
相
立
、
跡
式
不
残
相
譲
り
可
申
候
、

且
又
我
等
方
よ
り
外
方
え
又
遣
、
亦
ハ
野
郎
・
其
外
悪
敷
奉
公
ニ

(て
欠
)

決
遣
シ
申
間
敷
候
、
勿
論
御
互
ニ
無
心
ヶ
間
敷
義
等
一
切
申
掛
間

敷
候
、
乍
然
不
縁
之
義
も
有
之
候
得
は
、
右
御
添
被
遣
候
着
類
并

ニ
養
育
料
銀
弐
百
目
、
急
度
返
弁
可
申
候
、
為
後
日
之
一
生
不
通

養
子
返
り
一
札
、
仍
て
如
件

養
父

福
嶋
屋
左
兵
衛
㊞

文
政
十
一
年

受
人

福
嶋
屋
利

助
㊞

子
十
一
月

(市
)壱
物
屋
安
兵
衛
殿

（
京
阪
文
書
五
十
八
輯
四
〇
ノ
二
)

20

嘉
永
五
年
八
月

離
縁
人
別
不
差
戻
妨
出
入
訴
状

乍
恐
御
訴
訟

道
修
町
壱
丁
目

伏
見
屋
八
兵
衛
支
配
借
家

鍵
屋
佐
次
郎
ニ
同
居

離
縁
人
別

願
人

養
父

佐

兵

衛

不
差
戻
妨
出
入

病
身
ニ
付
介
添

太
郎
兵
衛

堂
嶋
新
地
裏
町

荒
物
屋
惣
兵
衛
支
配
借
家

相
手

住
吉
屋
友
次
郎

但
同
人
義
当
時
曽
根
新
地
三
丁
目

金
屋
茂
兵
衛
支
配
借
家
北
国
屋

源
次
郎
方
ニ
同
居
罷
在
候

曽
根
崎
新
地
三
丁
目

玉
屋
市
松
借
家

せ
い
実
父

同

麻
摩
屋
新

七

右
相
手
友
次
郎
難
渋
之
趣
を
以
、
同
人
女
房
せ
い
遊
女
ニ
売
可
申

由
、
仲
人
武
助
と
申
者
、
私
方
え
罷
越
始
末
申
聞
呉
候
間
驚
入
、

右
せ
い
義
ハ
私
血
縁
之
者
ニ
て
何
共
不
便
ニ
相
心
得
、
早
速
せ
い

実
父
新
七
え
右
之
趣
申
聞
候
処
、
勿
論
親
子
之
間
柄
ニ
は
候
得
共
、

同
人
義
親
意
ニ
背
候
義
ニ
付
、
音
信
不
通
之
間
柄
故
、
今
以
何
様

も
頓
着
難
相
成
候
間
、
血
縁
由
染
を
以
私
方
ニ
て
取
計
致
し
遣
呉

度
と
申
之
候
ニ
付
、
則
友
次
郎
存
意
之
儀
、
右
仲
人
武
助
よ
り
承

り
候
処
、
金
子
入
用
之
儀
有
之
、
金
子
五
両
借
呉
候
ハ
ヽ
、
せ
い
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儀
ハ
離
縁
致
し
可
相
渡
旨
申
之
ニ
付
、
任
其
意
則
金
子
五
両
武
助

を
以
友
次
郎
え
相
渡
、
右
金
子
請
取
書
ハ
勿
論
せ
い
暇
状
取
之
、

立
会
之
上
せ
い
義
其
節
よ
り
私
方
え
引
取
、
世
話
致
し
罷
在
候
、

然
ル
処
其
後
ニ
至
り
無
存
掛
ケ
相
手
友
次
郎
、
私
方
え
度
々
罷
越
、

右
せ
い
差
戻
し
可
申
抔
申
之
候
得
共
、
前
書
之
始
末
ニ
て
双
方
納

得
之
上
離
縁
致
し
候
上
ハ
、
今
更
可
相
渡
義
難
相
成
申
聞
候
処
、

猶
再
応
罷
越
既
四
月
下
旬
之
頃
、
私
居
宅
表
ニ
腰
掛
ケ
居
候
せ
い

見
掛
ケ
及
打
擲
、
荒
々
敷
不
法
之
仕
方
家
内
之
者
共
相
驚
、
一
統

当
惑
仕
、
後
難
之
程
相
恐
、
実
父
新
七
方
え
尚
又
掛
ケ
合
本
人
せ

い
引
取
呉
候
様
再
応
申
聞
候
得
共
引
取
呉
不
申
候
、
如
何
体
之
儀

出
来
候
哉
も
難
計
、
殊
ニ
以
其
頃
よ
り
、
せ
い
義
発
病
い
た
し
、

追
々
手
重
ニ
も
御
座
候
ニ
付
甚
心
配
仕
、
則
友
次
郎
え
差
送
り
有

之
候
人
別
等
先
達
て
よ
り
差
戻
し
可
呉
筈
之
処
、
幾
度
掛
ケ
合
候

て
も
不
差
戻
候
上
、
右
之
仕
合
難
捨
置
、
乍
恐
奉
願
上
候
、
何
卒

相
手
友
次
郎
并
親
新
七
御
召
出
之
上
、
始
末
御
糺
被
為
成
下
、
右

様
私
え
難
渋
相
掛
ケ
不
申
候
様
被

為
仰
付
下
候
ハ
ヽ
、
広
大
之

御
慈
悲
難
有
仕
合
奉
存
候
以
上

嘉
永
五
子
年

右

佐
兵
衛

八
月
十
三
日

介
添

太
郎
兵
衛

右
願
之
趣
相
違
無
御
座
候
様
相

聞
候
ニ
付
、
乍
恐
奥
印
仕
候

家
主

伏
見
屋
八
兵
衛

年
寄

薩
摩
屋
季

六

御
奉
行
様

（
乙
三
九
〇
)

21

天
保
八
年
三
月

役
人
あ
て
夫
妻
双
方
よ
り
帰
縁
願

奉
願
一
札
之
事

私
嫁
せ
き
義
、
去
ル
申
二
月
中
不
束
之
義
有
之
、
家
出
仕
候
付
、

其
段
御
届
奉
申
上
、
御
聞
済
被
成
下
置
候
、
然
処
私
義
も
老
衰
仕

ニ
付
、
今
般
親
類
一
同
及
示
談
候
処
、
せ
き
義
も
兄
十
右
衛
門
并

同
人
親
類
一
同
度
々
異
見
差
加
え
申
候
処
、
(先

非
)

千
悲
後
悔
仕
、
弥
改

心
仕
候
ニ
相
違
無
御
座
候
間
、
長
四
郎
方
え
帰
縁
為
仕
度
奉
存
候

間
、
以
来
右
様
不
束
之
義
決
て
為
仕
間
鋪
候
間
、
出
格
思
召
を
以

長
四
郎
方
え
帰
縁
仕
候
儀
、
御
聞
済
被
成
下
置
候
様
、
双
方
親
類

組
合
連
印
を
以
奉
願
候
、
右
願
之
通
被

仰
付
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、

一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

善
四
郎
父

長

太

郎
㊞

天
保
八
酉
年

親
類

庄
左
衛
門
㊞

三
月

同

喜

平

次
㊞

組
合
惣
代

覚

兵

衛
㊞

せ
き
兄

十
右
衛
門
㊞

親
類

市

助
㊞

組
合
惣
代

万

蔵
㊞
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御
役
人
衆
中
様

（
乙
三
三
七
)

22

明
治
六
〜
七
年

田
中
義
一
不
行
跡
血
誓
状
書
類

血

誓

一
乗
馬
生
涯
仕
間
敷
、
若
違
背
候
得
は
、
如
何
様
ニ
被
仰
付
候
共
、

不
苦
候
、
仍
て
血
誓
仕
候
、
以
上

明
治
六
年
九
月
卅
日

義

一
（
血
判
）

証

第
一

親
之
物
ハ
勿
論
、
自
身
所
持
ノ
物
タ
リ
共
、
決
て
売
払
申
間

敷
候
事

第
二

些
細
之
物
タ
リ
共
、
可
払
覚
〈悟
〉語無
て
、
決
て
買
求
申
間
敷
事

第
三

金
子
之
儀
ハ
、
決
て
他
借
申
間
敷
事

第
四

何
事
ニ
不
寄
、
虚
言
申
間
敷
事

言
行
一
致
ノ
意
、
忘
却
不
仕
候
事

第
五

馬
ニ
乗
リ
候
義
、
生
涯
相
禁
候
事

第
六

身
持
放
埒
之
事

第
七

登
楼
之
事
并
妓
女
ヲ
擁
候
等
、
以
後
決
て
致
間
敷
事

右
之
候
々
、
急
度
相
守
可
申
候
、
万
一
相
背
候
節
は
、
妻
ハ
離
縁
シ
、

私
義
裸
ニ
て
追
放
之
成
被
下
度
、
奉
願
上
候
て
、
実
ニ
一
言
申
分
無

之
候
、
何
分
此
以
後
、
諸
事
勉
強
仕
候
、
本
業
出
精
無
油
断
相
励
可

申
候
、
仍
て
為
後
日
、
如
件

明
治
六
年
十
月
廿
九
日

義

一
（
血
判
）

劉

様

今
井
様

義
一
兄
才
気
ア
リ
、
治
療
モ
出
来
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
然
レ
ト
モ
将
来
御

親
子
和
親
ノ
目
的
覚
束
ナ
キ
ハ
、
弟
昨
年
義
一
兄
ヲ
説
諭
ス
ル
ニ
当

テ
推
察
ス
ル
所
ア
リ
、
併
シ
壮
年
ユ
ヘ
、
改
心
セ
ラ
ル
ヽ
事
モ
ア
ル

ベ
シ
ト
思
ハ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ト
モ
、
十
ニ
九
ハ
覚
束
ナ
シ
、
幼
童

タ
リ
シ
ト
キ
ヨ
リ
、
御
養
育
ナ
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
先
ツ
一

応
懲
シ
諭
サ
レ
シ
後
、
改
心
ノ
目
的
ナ
ク
ン
バ
、
早
ク
久
野
氏
へ
御

返
シ
被
成
ベ
ク
、
当
人
モ
年
老
サ
ル
ニ
先
チ
、
将
来
ノ
処
置
イ
タ
ス

ベ
シ
、
如
何離

縁
一
札
之
事

一

妻
柳
事

今
日
限
離
縁
致
し
候
、
此

以
後
何
方
へ
縁
付
〈
く
〉き

共
、

一
言
申
分
無
之
候
、
仍
て
為
後

日
一
札
如
件

田
中
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│
│
│

〔
久
野
〕
義

一
（
略
押
）

証
人原

藤

□
□
殿

略

筆

前
文
御
免
事
申
候
、
昨
日
ヨ
リ
義
一
義
、
離
縁
を
(マ
マ
)

仕
屠
出
し
申
候
、

此
以
後
、
必
御
相
手
ニ
御
成
被
下
間
敷
候
、
扨
、
借
金
夫
々
相
尋
、

乍
少
々
御
返
納
申
上
候
、
御
帳
消
し
奉
願
上
候
、
以
上

二
月
十
五
日

田
中

歌
永

劉

様

金
壱
両

正
ニ
入
手
候
也
（
朱
印
）

今
井
様

金
壱
両

佐
々
木
様

金
千
疋
（
朱
印
）

阿
部
様

金
八
両

右
□
長
□
一
寸
御
請
書
奉
願
上
□
候

一

私
義
先
年
来
、
度
々
放
埒
仕
、
不
用
御
禁
言
、
終
ニ
当
今
ニ

及
ヒ
候
段
、
奉
願
入
候
、
此
度
は
、
仮
令
追
放
、
又
は
割
腹
被
仰

付
候
共
、
一
言
之
申
分
無
御
座
候
、
何
卒
御
心
済
可
被
為
遊
様
、

被
仰
付
度
、
奉
願
上
候
、
以
上

月

日

義

一

一

私
義
従
来
放
蕩
心
得
違
義
、
無
申
分
、
奉
羞
入
候
、
昨
年
十

月
血
誓
仕
候
以
後
、
紅
痕
未
乾
候
内
、
再
ヒ
不
埒
之
至
、
実
以
恐

縮
千
万
、
一
言
無
申
分
候
得
共
、
何
卒
出
格
之
御
憐
愍
ヲ
以
、
御

宥
免
被
成
下
候
様
、
御
取
成
被
成
下
候
段
、
呉
々
奉
願
上
候
、
万

一
以
後
、
心
得
違
御
座
候
ハ
ヽ
、
私
義
は
裸
躰
放
逐
、
妻
柳
義
破

縁
被
成
候
て
も
、
毛
頭
無
遺
憾
奉
存
候
、
仍
て
為
後
日
一
札
、
如

此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

明
治
七
年

二
月
廿
二
日

義

一

有
馬

貞
三
殿
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